




研究目的

　乳幼児早期に閉塞型黄疽を呈する疾患には先天性胆道閉鎖症,新生児肝炎そ

の他多くの疾患がある。先天性胆道閉鎖症は出生数 1～2 万人に 1 人の割で発

生し,ほぼ同数のその他閉塞型黄疽と合せると 5,000 人～1 万人に 1 人以上の

患児が発生する。この内,先天性胆道閉鎖症は生後 60～70 日以内に手術が行な

われないと予後が極めて悪くなるが,他の肝内閉塞型黄疽とまぎらわしいため,

しばしば診断が遅れる傾向がある。本研究の目的の 1つはこの早期診断法の開

発である。


